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ご挨拶 

 

旭化成株式会社は 1965年の創業以来一貫して発泡スチロ－ルの可能性を追求してまいりまし

た。発泡スチロ－ルはその名の通りポリスチレン樹脂を発泡させた炭素と水素でできた省資源素

材であり、近年業界を挙げてリサイクル活動に取り組みリサイクル率も 92.0％に達している環境に

優しい素材です。この優れた素材でお客様のニ－ズにお答えし満足していただくことを念頭に置

いて努力してまいりました。昨年、さらに環境活動を推進するために SDGs 宣言書を発行し SDGｓ

の支援を表明致しました。 

 以下、「環境活動レポ－ト」としての取り組みを纏めましたので、私たちの取り組みをご高覧の上、

ご指導、ご指摘をいただき次の環境活動に生かして行きたいと存じます。 

 

                           旭化成株式会社 

代表取締役 梶 徹也 
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環境経営方針 

 

 

基本理念 

 

旭化成株式会社は発泡スチロールを通じて社会に貢献する企業として、かけがえのない地球環 

 

境を後世に引き継ぐため、企業活動のあらゆる面で環境の保全に配慮して行動します。 

 

環境経営方針 

 

1、 当社の生産している省資源素材でリサイクル率の高い発泡スチロ－ルの用途を広めるこ

とで素材の環境負荷を低減させます。 

 

2、 省資源・省エネルギ－・リサイクル・廃棄物の削減に向けて目標を設定して積極的に取り

組み、継続的改善に努めます。 

 

3、 環境に配慮した商品の研究・開発・設計に努めます。 

 

4、 地域の環境保全に配慮し、汚染予防に努めます。 

 

5、 環境に関する法律・協定を遵守します。 

 

6、 本方針は全社員に周知し社外へも公表します。 

 

 

                       改定日：２０２２年１０月１日 

 

                      旭化成株式会社 

 

                          代表取締役 梶 徹也 
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事業活動の規模 

 

 

1. 事業者及び代表者名 

 

旭化成株式会社 

 

        代表取締役         梶 徹也 

 

 

2. 所在地 

 

本社工場 〒379-2104 群馬県前橋市西大室町 1257-3：従業員数 48 人 

 

      赤堀工場 〒379-2205 群馬県伊勢崎市野町 722：従業員数 22 人 

 

3. 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

 

代表責任者            代表取締役      梶 徹也 

 

環境管理責任者        管理部品質管理課 日野 慎司 

ＥＡ２１推進事務局       管理部総務課     森 弘樹 

松井 里紗  

      推進委員            製造部次長      黒崎 俊介 

                        製造部係長      秋間 徹 

     

連絡先:  本社工場     TEL 027-268-2321     

FAX 027-268-0685 

               赤堀工場    TEL 0270-63-1151     

FAX 0270-63-1154    

 

4. 事業の内容 

 

主に発泡スチロール製品の設計・製造、販売 

 

5. 認証登録範囲 

 

旭化成株式会社 全組織・全活動 
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エコアクション２１ 推進組織図         

承認 作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職名 役割 

最高責任者 【代表取締役 梶 徹也 】 

① 環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権

限を明示する。 

② エコアクション２１の構築・運用・維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機器設備・技術技能を含む）を準備する。 

③ 環境方針を制定する。 

④ エコアクション２１の構築・運用に関する情報を収集し、環境方針・環境目標をはじめ 

システム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。 

環境管理責任者 【品質管理課  日野 慎司 】 

① エコアクション２１に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り、目的を達成するために環境委員会を運営す

る。 

② エコアクション２１の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのための情報として、構築・運用に関する情

報を最高責任者に提供する。 

事務局 【管理部  森 弘樹、松井 里紗 】 

事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション２１に関する実務全般を所管する。 

 

推進委員 担当部署のエコアクション２１の実務全般を管理する 

全従業員 環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚、決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

～全従業員へは毎期行う方針説明会にて年間計画と実績を周知する。 

 

【最高責任者】 

代表取締役 

梶 徹也 

【環境管理責任者】 

日野 慎司 

【事務局】 

森 弘樹 

松井 里紗 

本社 秋間 徹（推進委員） 赤堀 黒崎 俊介（推進委員） 

Ｆ5 高橋（推進委員） 
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環境目標とその実績 
 

当社に於ける 2021/10/1～2022/9/30の環境負荷実績を把握し、 

2022年 10月～2024年 9月迄の目標を下記の通り定め活動を開始しました。 

 

1． 環境目標とその実績 

＊購入電力の排出係数は、計測時点の数値を使用しています～2022年：シナネンでんき 0.390kw-co2 

                                         東電ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ 0.455kw-co2 

環境目標 

基準値 今年度目標 中長期目標 

 
第 53期 

2019 年 10 月

～2020年 9月 

第 55期 

2021年 10月～2022年 9月 

第 56期 

2022 年 10 月

～2023年 9月 

第 57期 

2023 年 10 月 

～2024 年 9 月 
 

実績 目標 目標値 実績 達成状況 目標 目標 
 

①原料 1㎏あたり

の二酸化炭素 

排出量削減 

（kg-Co2） 

4.65 

第 53 期 

実績に 

対して 2％ 

削減 

4.557  4.578 

第 53 期実績

に対して 1.55% 

削減した。 

第 53期実績

対比 3％減 

第 56 期実績

対比 1％減 

 
 
 

 

 

②１人あたりの産

業廃棄物排出量

削減（ｋｇ） 

944.33 

第 53 期 

実績に 

対して 2％ 

削減 

925.44 1,164.71 

第 53 期実績

に対して

23.33% 

増加した。 

第 53期実績

対比 3％減 

第 56 期実績

対比 1％減 

 

 

 

 

③１人あたりの水 

投入量削減 

（㎥） 

1,541.00 

第 53期実績

に対して 2％ 

削減 

1,510.18 1,580.94 

第 53 期実績

に対して 2.6%

増加した。 

第 53期実績

対比 3%減 

第 56 期実績

対比 1％減 

 

 

 

④本業に関する 

目標 

不良率の低減 

『本社』 

1.9％ 

『赤堀』 

2.2％ 

第 53期実績

に対して

20％以上 

削減 

『本社』 

1.52％ 

『赤堀』 

1.76％ 

『本社』 

1.78％ 

『赤堀』 

2.81％ 

本社は 

目標比 17 

%増加、赤堀

は 60%増加 

『本社』 

0.9％以下 

『赤堀』 

1.4％以下 

第 56 期実績

対比 10％減 

 

 

 

 

 
 

2.主な環境負荷実績 

 

環境への負荷 
第 53期 

2019 年 10 月～2020 年 9 月 

第 55期 

2021 年 10 月～2022 年 9 月 

① 二酸化炭素排出量(kg-CO2) 3,356,851.78 2,318,153.32 

② 廃棄物排出量(t) 68.9 81.5 

② 水資源投入量(㎥) 112,493 110,666 
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環境活動の取組と評価及び次年度の取組 1 

取組計画 評価（結果） 

① 原料 1 ㎏あたりの二酸化炭素排出量

削減(㎏- CO₂) 

  2019 年度（第 53期）の実績に対して 

   2021年度（第 55 期）に 2％削減する 

 

「目的達成手段」 

・本社 フレーム断熱による重油使用量 

 の削減 

・本社 エアー漏れ 0化による電気使用量 

 の削減 

・赤堀 アキュムレータ導入に伴い 

 ボイラー基圧の減圧による重油使用量 

 の削減 

・赤堀 真空ポンプ間欠運転制御による 

 電気使用量の削減 

・集中生産・成形条件見直しによる 

ハイサイクル成形にて重油・電気使用量

の削減 

・空調温度の適正化、照明・PC電源 

不要時の OFF推進 

 

 

 

対第 53期比 1.5％削減（未達） 

 

 

 

＜要因＞ 

・赤堀工場のボイラー代替によりエネルギー効率は改善した。 

・生産高の増加に伴い重油使用量総量は増加した。 

＜第５６期に向けて＞ 

1. ハイサイクル成形の追求  

2. 赤堀東工場の照明を LEDに代替 

3. 不良発生率のさらなる改善。 

▲33.7% 

▲4.4％ 

▲30.7% 

 

▲1.5% 
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環境活動の取組と評価及び次年度の取組 2 

取組計画 評価（結果） 

② １人あたりの一般廃棄物・産業廃棄物

排出量削減 

  2019 年度（第 53期）の実績に対して 

   2021年度（第 55 期）に 2％削減する 

 

「目的達成手段」 

・不良率の低減 

・ペーパーレス化推進 

 ・新生産管理システム GMICS 導入に 

よる工程計画最適化による作り過ぎの

防止と自動発注による部材や買い入れ

部品の適時・適量の購入の実現。 

 

 

対第 53期比 23.33％増加（未達） 

＜要因＞ 

金属くずの大幅な増加～過年度からの金型をまとめて

処分したもので今期発生以外の廃棄物も処理したため 

廃プラ～過年度(7～10 年分)の不良廃棄物を一気に期

末に処理、金属くず同様に今期発生以外の廃棄物も処

理。廃プラのみであれば排出量は減少。 

 

ペーパーレス化の推進もあり、紙類や日常生活ゴミが減

少。 

 

＜第 56期に向けて＞ 

ペーパーレス化の一層の推進と不良率の低減 

また一般廃棄物と産業廃棄物の分別の厳格化と削減活

動により、事務所と工場双方から排出される廃棄物を抑

制する。 

③ １人あたりの上下水道投入量削減 

  2019年度（第 53 期）の実績に対して 

   2021年度（第 55 期）に 2％削減する 

 

「目標達成手段」  

屋根散水システムと冷風扇の間欠運転 

 

 

対第 53期比 2.6％増加（未達） 

＜要因＞ 

水総使用量自体は若干減少したが、期末近くでの社員

数減少により一人当たりの水使用が増加。 

＜第 56期に向けて＞ 

成形機や配管の定期メンテによる蒸気漏れや漏水の未

然防止。 

屋根散水システムと冷風扇の間欠運転の継続。 

設備不稼働日の設定や一時帰休の効果的な活用でメリ

ハリをつけた運転。 

④ 製品化学物質使用量の調査 

 

「目標達成手段」 

・低ＶＯＣ原材料購入 

・購入品の環境関連資料管理 

 

製品に纏わる環境負荷物質の関連帳票提出。 

ＲoＨＳ規制への対応 

ＲＥＡＣＨ規制への対応 

グリーン調達対応 

化学物質含有調査への対応 

PRTR 法への対応 

 

※chemSHERPA の随時バージョン更新 
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環境活動の取組と評価及び次年度の取組 3 

取組計画 評価（結果） 

⑤ 成形不良率の低減（％） 

 目標 

第 53期と比較し、両工場とも 20%の不良

率削減 

 

 「目的達成手段」  

1. 監視強化 

2. 金型/フレームメンテ 

3. 成形条件の見直し 

  

*関係部署連携 金型起因困り事 PJ 

 開始 

 

生産性向上活動と 5S活動の実施 

 

本社工場 6.3％改善 赤堀工場 27.7％悪化（未達） 

＜要因＞ 

本社は前期比不良率は改善したが、目標までには至ら

ず。赤堀は不良率悪化。 

小ロット多品種がさらに進行し、工程が複雑化。 

単月で見落としによる大量不良が発生。 

ワースト機種中心の取組みで分析も甘く是正中心の取

組みとなった。 

＜第 56期に向けて＞ 

システム変更に伴い、監視、分析が容易に出来る様 

になったため、対策のスピードをあげる。 

製造原価低減に向けて 

1. 不良率低減活動(半減) 継続実施 

生産技術省エネﾊｲｻｲｸﾙ活動と連携不良低減活 

2. 生産性向上活動(個人目標へ落し込み)強化(教育) 

3. 安全(踏み台 PJ開始)/5S活動継続 

全員参加、安心・安全・清潔な職場づくりを推進する 

 

⑥ 環境に優しいスチロールの受注 

（リサイクル可能な） 

受注件数 7 件 

 

「目標達成手段」 

・提案営業活動継続（技術部と連携） 

・案件事項の検討（案件ミーティング） 

・展示会への積極出店（WEBから対面へ） 

 

受注件数 11件以上（達成） 

冷凍食品用自販機断熱部品 

製薬会社向け自動搬送用バイアルトレー 

3 年ぶりの展示会出展（3 回）により提案活動の活性化 

紹介による新規提案活動 

 

＜第 56期に向けて＞ 

① 展示会への積極出店継続 

② リサイクルビーズ活用に向けた用途開発と製品開

発に着手 

 

＜その他＞ 

ムダの廃除～作り過ぎの撲滅 

作り過ぎの廃棄金額を年間２０万以内とする 

① 安全在庫の見直し 

② 生産計画/実績の確認 

③ 生産計画/実績比較での作りすぎ対応の実施 
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環境関連法規制の遵守状況 

 当社に適用となる主な環境関連法規等 

法規制等の名称           適用項目 遵守状況 

大気汚染防止法 煤煙施設設置届の確認 遵法 

水質汚濁防止法 事故時の届け出、各工場での油流出対策訓練実施 遵法 

浄化槽法 浄化槽法第 11条に定める定期点検の実施 遵法 

騒音規制法 設置届確認 遵法 

振動規制法 設置届確認 遵法 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 マニフェスト管理、廃棄業者契約書確認と見直し 遵法 

消防法 各種届出の実施と消防設備管理 遵法 

フロン排出抑制法 簡易点検の実施 遵法 

 

（1） ２０２２年１２月１４日の遵守チェックの結果、環境関連法規への違反はありません。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去５年間ありません。 

 

 

代表者による全体評価と見直しの結果 

１．環境管理責任者からの報告に対する評価コメント 

生産減に伴う生産で週四日+残業対応で現時点生産を行っている。その為フル機械がフル稼働生産とならずエネル

ギーの非効率化に繋がっている。第 56 期はそれをカバーすべく工程内不良の目標を前期比半減とし、更に決算時

に発生する不動在庫の削減も TOP より指示がでている。エネルギー効率を向上させる設備の投資は第 54、55 期

に行っているので第 56 期は効果を最大化すべく生産計画～生産～出荷にいたる全工程での管理の質を向上させ

て目標達成に繋げます。 

２．環境方針・環境目標・環境活動計画・環境経営システムについての変更の必要性 

・本業に於ける取組である「工程内不良目標値」を前期比半減の本社 0.9％、赤堀 1.4％とした。 

・作り過ぎのムダの排除で新たに不動在庫の目標値を設定した。 

・環境方針３．を変更し、研究・開発・設計段階から環境に配慮した商品を創り出す出す事を謳う事とする。 

その他は特に変更の必要はない。 

【代表取締役 梶 徹也 】 

 

環境経営方針      □ 変更なし   ☑ 変更あり 

環境経営目標      □ 変更なし   ☑ 変更あり 実績を踏まえ見直す 

実施体制         □ 変更なし   ☑ 変更あり 


